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大好きなスクラッチをテーマに

グラフィックトライアルのお話を伺った
時に、スクラッチで何かしたいと思って
いました。昔からスクラッチが大好き
でしたし、こういう機会だからこそ普段
できないことをやりたい、って。それに
“Fusion”というテーマにもいいかなと
いう気もしました。人の手が加わって
変化することも、PDの冨永さんと一緒
に作っていくことも融合だと思うので。

スクラッチは昔から好きだった？

子どもの頃、漫画雑誌のおまけなどに
よくスクラッチがありました。自分の手
で変化させるワクワク感も好きでした
し、懐かしさもあります。その頃からずっ
と銀色だった気がするので、あまり進
化していないようにも感じていました。
だからこの機会に少しでも変化が加え
られたらと思いトライアルすることにし
ました。

作品でスクラッチを使ったことは？

以前、インビテーションカードを作った
時に、お皿型のカードにケーキの形を
した金色のスクラッチを作ったことが
あります。「シルエットじゃなくて、本物
の写真だったらいいのになと思ってい
ました。それがずっと頭の中にあった
から、今回も「スクラッチ」という言葉が
すぐに浮かんだのだと思います。

アイデアはいつも頭の中に？

頭の中だけで考えていることも多い
ですが、キーワードを書き留めたり、ス
ケッチを描いたりしています。手を動
かしているとそこから拾っていけること
も多いし、頭の中を整理するのにも役
立っている気がします。そうしていると、
何気ない瞬間にポッと閃いてくれるこ
とがあるんです。

削りかすまで含めて作品に

今回の作品は、スクラッチの上からも
印刷して、それを削って仕上げるという
作り方になっていて、削りかすまでを含
めて作品だと考えて作りました。

モチーフ探しが大変だったのでは？

はい。5つのモチーフを考えるのが結
構大変でした。削る前、削った後、さら
に削りかすも一緒になって面白みのあ
るモチーフじゃないと意味が無いし、モ
チーフで面白さもだいぶ変わってしま
います。技術的なテストをリンゴの写
真で進めながら、モチーフ選びをどう

するか、ずっと考えていました。

最初に決まったモチーフは？

ひとつは以前の金色のスクラッチと同
じようにケーキにしました。さらに、やっ
てみたかったのが焼き魚です。剥がす
タイプのスクラッチでは、皮がペロンと
めくれるように剥がれるので、めくるこ
とに意味がある果物にしようと思って
いました。とは言え、何がいいかは悩
みましたね。ミカンやグレープフルーツ
だと皮が厚くて堅そうだし、イメージが
ぴったりくるものを探してバナナに行き
着きました。それから消しゴムで消す
感じで、鉛筆もやることにしました。

一番悩んだのはどのモチーフ?

植木鉢です。最初から植物を入れよう
と決めていたけれど、どんな植物にす
るかは迷いました。ドライフラワーがバ
リバリっと壊れていくように削れていく
というアイデアが最後まで残っていまし
たが、植木鉢のほうが面白そうだな、と
思って。
最終的にスクラッチの種類は2種類

にしました。4点は従来のスクラッチのよ
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スクラッチ印刷の版構成

削れ方は堅いが、皮がむけるように一気にめくる
ことができる

表面は膜状だが、中は粉末状になっていて、粉々
に崩れるように削れる

削ることはできないが、テープに貼り付いて一気
に剥がれる

柔らかく削れて、細かい削りカスが出る

黒、ブルー、ピンクのインキがあり、温めるとY以外
の色が消えてゆく

AM20線

FM

スクラッチ印刷の削れ方の検証
スクラッチ印刷は上下二つの絵柄の間
に剥離層を作るのがポイント。まずオ
フセット印刷の4cで下の絵柄と剥離ニ
スを刷る。次に、さまざまな白いインキ
を組み合わせたシルクスクリーン印刷
で下の画像を隠蔽しつつ削れる層をつ
くる。最後にインクジェットで上の絵柄
を刷って、フルカラーで削れ方の異な
るスクラッチ印刷を作成した。

うに削るものにして、バナナだけはペロ
ンとめくれて剥がれるものにしました。

いちばんのお気に入りは？

焼き魚です。印刷したスクラッチの質
感と魚の塩焼きの質感が近くて不思議
なくらいにリアルだし、削っていると骨
が現れるというのもちょっと面白いか
な、って。

リアルなもので驚きたい

今回の仕事もそうですが、実際に撮影
した写真をそのままモチーフにするこ
とのほうが多いんです。合成しないこと
に特別こだわっているわけではないし、
「これ、一発で撮っているんだよ、すご
いでしょ」と見せたいわけでもありませ
ん。ただ単に自分が思い描いているも
のを実現しようとすると、撮影現場で作
り込むことが多くなるんです。現場でい
ろいろ試行錯誤しながら発見したいと
いう気持ちがあるせいかもしれません。

今回も素材は写真ですね。

削りかすが魚の食べかすのように見え
るとか、写真の大きさがリアルなサイズ
とか、そういう部分に今回はこだわりま
した。削った部分もどこかリアルに近
づくような大きさにしています。

リアルを求めた？

昔からリアルなものは好きなんです。
ファンタジーよりもノンフィクションが好

きです。おままごとでも折紙で作った
お肉をスーパーの白いトレイに載せて
ラップをかけて本物らしくしていました
ね。新聞紙を丸めて、色の折紙を貼っ
てつくった実物大のスイカをスーパー
の袋に入れると、ちょっとだけ透ける感
じが本物らしく見えるんです。それを
持って歩いていると近所の人に「あれ、
スイカ持っているの?」と驚かれて。そう
いうのも楽しかったですね。

驚かせるのが好きだった?

驚かせることも好きだったし、自分が何
より驚きたかったのだと思います。見
たことないものを見たいという思いが
あるから、リアルなものに面白みを感じ
るんでしょうね。それが私の原点のひ
とつにあるから、いつもどこかで無意
識のうちにそういうものを求めている
のかもしれません。

スクラッチの楽しさをご一緒に

今回の作品づくりは本当にとっても楽
しかったです。写真でスクラッチがで
きたということはもちろんですが、もう
ひとつ、PDの冨永さんとお仕事できた
ことが楽しかったです。一緒にものを
作っているという感覚を持てたこと、同
じ視点で会話ができたことは、普段の
仕事では味わえない楽しさでした。そ
れに、印刷のプロとしての冨永さんの
視点はすごく新鮮で刺激的でした。印
刷ならではの面白さに気づくこともで

きて、これからはもっと印刷にも目を向
けていきたいと感じました。

トライアルの感想を。

実際に作品に用いたのは2種類だけ
ですが、いろいろな種類のスクラッチも
見つけることができました。それから、
作品には反映できなかったけれど、触
ると絵が消える印刷というのもすごく
面白かったです。

示温インキの実験ですね？

そうです。触れると体温に反応して絵
が消えるインキです。何度か実験をし
ていただいたのですが、インキの面積
や厚みが十分にないと反応しないの
で写真の場合は粗線になってしまうた
め、他の作品とバランスが悪くなるの
で諦めました。でもいつか絵本のよう
なもので使うことができたらと思ってい
ます。もちろんスクラッチもぜひ発展さ
せてみたいと思っています。

最後に来場者の方々に一言。

今回はスクラッチすると変化する作品
を5作品作りました。とても気に入った
作品になりました。会場にはスクラッチ
の体験コーナーもあるので、皆さんも
ぜひ削って楽しんでください。

温めると消えるインキ
一定の温度以上になると色の消える
示温インキを使ってグラフィック表現に
トライアルした。インキに含まれるマイ
クロカプセルが通るギリギリまでシル
クスクリーンのメッシュを細かくし、網
点を使ったフルカラーの階調表現に挑
戦した。
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1-5 印刷方式［色数］ H-UVオフセット印刷［5］ + シルクスクリーン印刷［2］ +インクジェット［4］ 
 スクリーン AM175線、150メッシュ
 用紙 オーロラコート 135Kg
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